


























すべてを終わらせることはできない。そこで、まず第 1 章および第 5 章に焦点を当てて作業を行
うこととした。その準備を整えるために、長島（研究分担者）および倉西（研究分担者）が代表と
なってイギリス・オクスフォード大学の Péter Dániel Szántó博士（海外研究協力者）を訪問し、当
研究プロジェクトの計画について話し合った（2018年 4月 27日〜5月 3日）。その会議には、ハ
ンブルグ大学のHarunaga Isaacson教授（海外研究協力者）も Skypeを通じて参加した。 














































図 2 TEIマークアップデータ 












倉西憲一、‘An Unidentified Work attributed to Āryadevapāda contained in NGMPP B31/6—






米澤嘉康、‘Lakṣaṇaṭīkā Sanskrit Notes on the Catuḥśatakaṭīkā’、『成田山研究紀要』、第 42号、2019、
pp. 85-127、査読無、オープンアクセス無。 
米澤嘉康、‘On svatantram anumānam’、『印度学仏教学研究』、第 67号、2019、pp.1124-1130、査読
有、オープンアクセス有。 
